
 

 

改 善 箇 所 説 明 図 

 

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

注：         は、制御プログラムを書き換える部位を示す。 

 

 

横滑り防止装置(ESP) において、制御プログラムが不適切なため走行開始直後に当該装置が介入するような走

行を行うと、誤って故障していると自己診断することがある。そのため、故障を知らせる警告灯が点灯して速度計が

作動を停止し、当該装置が作動を停止することで、最悪の場合、制動停止距離が伸びるおそれがある。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、ESP の制御プログラムを対策プログラムに書き換える。 

 

 

識別 ： 車台番号の付近に黄色の識別ペイントを塗布する 

不具合発生箇所 

ESP コントロールユニット 

写真は左ハンドル仕様⾞ 

ハイドロリックユニット 


